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おおやまふどうとひなたやくし

♯ 大山不動と日向薬師

作者：宇都宮泰長（うつのみや・やすなが ）

鈴木隆良（すずき・たかよし ）

刊行：昭和 年（ ）
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 解題

■ 内容

大山講、大山詣で名高い大山不動、鉈彫り

薬師として有名な日向薬師、その史跡と伝説

を平易に解説した資料である。

本書は大山を「あらぶる」神の山としての

「雨降山（あふりさん）」と仮定し、それに相対

する日向を「ひむけ」、即ちあらぶる神の鎮静

の地と仮定して執筆されている。

構成は大きく「大山－その史跡と伝説」、「日向郷－その史跡と伝説」、「伊

勢原の古寺社」の三つの項目に分類される。それぞれの項目は、さらに関

連する寺社や伝承についての小項目に分けられ、写真等を用いて解説され

ている。著者が伊勢原市教育委員会の発行した史跡・文化財のガイドブッ

ク『このまちを語る』内の「日向薬師から大山へ」に触発を受け、このテ

ーマについて書かれた書物の調査、現地への取材を行い、それをまとめた。

文中で紹介されている交通手段については出版された年代時点での案内と

なっている。

当時、当テーマを扱った一般向けの読み物が存在しなかったため、そこ

をターゲットに想定して出版された。

「大山－その史跡と伝説」の項目では大山参道の鳥居から、「大山寺」、

「阿夫利神社下社」等を通り「石尊社」まで至る道のりを解説しながら、

通過する地名の由来、その場所ゆかりの仏像や鐘楼などを紹介している。
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